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＜連絡事項＞
・ＣＳ申込み用タブレットについて南：織田ＣＷよりレクチャーあり。
＜患者様連絡事項＞
・中川原義雄様～本日11:30両側鼠経ヘルニア嵌頓(疑)にて八戸市立市民HP外科　　受診。
・三浦　綾子様～本日15:00～16:00青山荘入所にむけスタッフ同伴により銀行外出。
＜要注目患者様＞
・中川原義雄様～余暇時間は気分高揚目立っており介入への易怒性もみられている。
・小笠原文人様～独語・小躍りみられる。気分安定目的として休息促した際には　　「そうですよねぇ」「わかりました」と一時的現実見当しているが、
間もなく上記繰り返している状態。易怒・興奮性なく経過。
＜金Dr.診察情報・退院支援委員会＞
・井上　和美様～診察時、昨夜の不眠について聞かれると、「いっつも寝てない。顎の後遺症のせいだ。角濱さんから聞いたら眠剤のいい薬があるってらがら出して。」と、薬剤名が書かれたメモをDrへ差し出す。主治医より、本人にあった薬を処方しており、他人に良かったからと自分に合うとも限らず、メモに書いてある薬剤は、以前内服し合わないと訴えたものであると説明を受ける。執拗さが見られる。
・角濱　義弘様～診察時、先日のGH、デイケア体験についてどうだったか感想を問われる。「デイは体力的にきつかったら、スタッフさんがシュート利用をすればよいと言ってくれて。」と他力本願な発言である。
・田中　文男様～診察時、先日の他者トラブルについて振り返り、内容を聞かれると、「顔面を床に踏みつけられ、顔面血だらけになって、目から血が出で。2回もやられて。」と話す。その時の心情を問われると、「なめられていて。」という。Drより、日頃からなめられるような仕草が見受けられたと思うなら、行動を改善してはと提案されると、立ち上がらりソワソワし、どもり始める。臨時薬（ニトラゼパム）同内容により7日分処方となる。
・小笠原文人様～診察時、椅子を自らDrへ寄せ、一方的に息付かず話す。言語不明瞭で、単語しか聞き取れず。診察時奇異行為はないが多弁である。
・坂本　福子様～診察時、「落ち着いています。」と話す。退院した女性患者様とは連絡も取っていないと言う。
＜小栁Dr.診察情報・退院支援委員会＞
・大久保すい様～断続的に被毒妄想みられるが、食事摂取量安定しておりTP・ALB改善傾向。ハーフ食継続。12/1～「豆の富」中止　ﾒｲﾊﾞﾗﾝｽﾐﾆ2本→3本/日へ変更となる。診察時、「食事さ毒入ってるよ、ここおかしい病院だ。」と繰り返し訴え、最後は笑顔で、「先生、バイバイ。」と話す。
・会津　慮子様～コロナ罹患の際より一時的に食事形態変更していたが、下記の通り　食事形態変更となる。

11/30夕～ハーフ食解除。糖尿病食18単位（1440Kcal）全粥・粗　　　キザミ。※本人より「もっと食べたい」との要望あり前回より単位　　増加。現在 BS安定しているため、経過観察していく。診察時、「最近動悸がします。狭心症だと言われて、伴内科に通ってました。」と訴える。動悸は、日に1.2回ですぐに収まると言う。主治医より、伴内科に通院歴などの確認、もしくは受診となるか連絡をとるか検討するとの事。
・高橋　康満様～診察時、ADL拡大している事、排尿は腹圧をかけて行っている事を報告する。本人も、「オシッコ、押してもらってる。」と話す。臨時薬（アスパラカリウム）同内容により7日分処方
・中野渡鉄男様～診察時、「変わりない。報告する事もない。」と笑っている。
・十日市利喜様～診察時、「変わりないです。」ときっぱり話している。
・佐野　貢　様～診察時、孫様が生まれた事、年金受給になった事を聞かれ、笑顔でいる。主治医より、早急に退院支援に取り組むよう指示あり。退院先は、介護保険の施設でも、精神の施設でも良いとの事。
